
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人環境みらい下関インフォメーション 
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2012 年 1 月 第 103 号 

 

発 行 所 
 
ＮＰＯ法人環境みらい下関 
〒751-0847 
下関市古屋町一丁目１８番１号 
電話（０８３）２５２－７２２０ 
FAX（０８３）２５２－７２２２ 

≪脱･自分バッカ≫―責任意識の広がりにおいて 

「脱・自分バッカ」は私の造語である。『日本を滅ぼす「自分バカ」』（勢古浩爾著 PHP新書 2009年 5月

刊）を本屋で手にした時、ふと思いついた言葉が「自分バッカ」だった。 

  その新書では「自分バカ」を「自分の自尊心と利益を守ることだけが大切で、そのためなら他人という

存在も、正義も、言動の美しさも、どうでもいい、と思っている人間のことである」と説明している。自

分のことは自分のこととして責任を果たすのは当然として、自分が配慮すべき範囲を広げ、責任意識の広

がりがなければ公共事業は担えないなと、土木工学を専攻した学生時代からずっと考えてきた。しかし最

近土木の関係者もそうだが一般に「共益」や「公益」のより大きな価値や誇りを見出そうとはせず、自分

の「私益」だけを気にかける人がどうも増えているように思えて、新書の著者の言わんとすることに同調

したくなる。しかし、気の弱い小生、そんな「バカ」呼ばわりはなかなかできない。 

「自分バッカ」は「自分のことばかり」という意味で使われることはすぐにおわかりのはず。「許(ばか)

り」は口語で「ばっかり」と言い、さらにそれを縮めて、例えば「自分バッカいい目にあって」などと、

限定の意味での「バッカ」は使われないこともない。現に、家事をほとんどまかせっきりの小生、家の中

では女房から「自分バッカかまけて」とよく言われたりする。だから新書で言う「自分バカ」を「自分バ

ッカ」と言い換え、なおかつ現下の状況を改変に導くために小生が提案する「脱却用語」の≪脱･自分バ

ッカ≫の方をむしろ重視し、その言葉をより多くの人々が心するようになればよいと思ったのである。 

≪脱･自分バッカ≫をここで取り上げている理由についても皆さんには察しがつくはず。≪脱･自分バッ

カ≫は、ゴミ減量や、地球温暖化防止をはじめとする環境問題の取り組み、あるいは NPOの活動における

私たちの姿勢とも密接に関係している。つまり、≪脱･自分バッカ≫の構えがないと、なかなか環境問題

に実践的に取り組めないように思う。私たちが企画する「環境みらい大賞」には、≪脱･自分バッカ≫の

発想を持った人たちがたくさん応募する。そして、あのガレキの山を思い起こしてみよう。3.11の大震

災と原発事故の後、捨て場所が確保できないことの苦しみを私たちは痛いほど知らされている。３Rの実

践には使用後の製品の引き受け手である多様な捨て場所、そのための人間関係の豊かさ、ひいてはその前

提である≪脱･自分バッカ≫の精神が必要なのだが、放射性物質の曝露はそれすらままならないものにし

てしまうことも知らされた。だからよけいにいまこそ、≪脱･自分バッカ≫をいかに求めていくか、大事

なところで問われているのではないか。 

  奇妙な造語かもしれないが、新たな年を迎えるに当たり改めて、責任意識の広がりにおいて≪脱･自分

バッカ≫をより多くが志して欲しいと願っている。 

NPO 環境みらい下関 理事長    坂本 紘二 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末年始の開館日 

年内は、12月 27日まで 

年始は、１月 5日 から通常通り開館しております 

 

フリーマーケット・リサイクル教室・3階貸し館の受付は、 

1 月 5 日午前 10 時～電話で開始します 

（午前 10時までは電話が繋がらない状態になっています） 

寄贈品の受領についてのお願い 

寄贈受領品目 

食器・陶磁器、衣料品、書籍 

現在、上記 3 品目をリユース品として寄贈いただき、それを望まれる方々に安価に提供し、限りある資

源の節約に努めておりますが、最近リユースできない汚れもの等が多く見受けられるようになりました。 

 つきましては、大変恐縮ですがお持ち込みの品物を確認させていただき、リユースできない品物があっ

た場合には、お受け取りできかねますので、予めご了承ください。 

皆様の、ご理解ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

※しばらくの間、廃油の引き取りは中止します※ 

お 知 ら せ 

謹賀新年 
 旧年中は大変お世話になりました 

 本年もよろしくお願い申し上げます 

しものせき環境みらい館ご利用案内 

● 開館時間  １０:００～１７:００まで 
● 休 館 日  月曜日（祝日の場合は開館し翌日休館） 
  
年末年始の休館日 
（１２月２８日から１月４日） 

 
サンデンバス停「垢田」「稗田中央」より徒歩 約５分 

   電 話（083）252‐7220    FAX (083) 252‐7222 
http://www.kankyo-mirai.jp  

毎月第 3金曜日は 

下関ノーマイカーデー 
【滝部駅の利用促進にご協力下さい】 

CO₂を削減して、地球を救おう！ 

公共交通機関、自転車、徒歩、相乗りで通勤しましょう 

 

滝部駅、利用してね～！ 

http://www.kankyo-mirai.jp/


 

曜日 日 時 
講 座 名 

講 師 名 
講  座  内  容 

火 

17 日 

10～15 時 

組みひも 

津森 美智子 

古布及び毛糸などを利用して、帯締めや各種ヒモ類を作ります。 

持参する物：参加料 400 円・弁当・裂き布・毛糸など 

定 員：4 名 

24 日・31 日 

10～12 時 

着付け 

津森 美智子 

持参する物：参加料 400 円・着物・帯・その他小物 

定 員：10 名（2 日間参加できる方限定） 

24 日・31 日 

13～15 時 

和服のリサイクル 

芳川 妙子 

布のリフォーム・着物や帯で袋物やベストを作ります。 

持参する物：参加料 400 円・ゆかた・着物・帯・裁縫道具 

定 員：10 名（2 日間参加できる方限定） 

17 日 

10～12 時 

廃食油で石けん作り 

福井 和恵 

持参する物：参加料 150 円・牛乳パック・エプロン 

       ゴーグル・手袋・マスク・コーヒー等の空瓶 

定 員：20 名 

水 

18 日 

10～12 時 

布あそび 

 森田 芙路恵 

持参する物：参加料 400 円・不用の布・裁縫道具 

定 員：15 名 

18 日 

13～16 時 

古布でぞうり作り 

 佐藤 緑 

持参する物：参加料 400 円・30 ㎝ものさし・はさみ 

       洗濯バサミ 2 個 

綿で縦布(幅 10 ㎝、長さ 60 ㎝)４０本 (幅 9 ㎝、長さ 75 ㎝)１本 

      (幅 2 ㎝、長さ 35 ㎝)４本  (幅 6 ㎝、長さ 45 ㎝)１本 

定 員：10 名 1 月 20 日と 2 日間できる方限定。 

木 

5 日・19 日 

10～14 時 

古布で小物 

 永岡 ハツエ 

古布で｢季節の小物｣を作ります。 
持参する物：参加料４００円・裁縫道具・手芸用ボンド・軽食 
定 員：１０名 （２日間参加できる方限定） 

12 日・26 日 

10～12 時 

パッチワーク 

 小笠原 典子 

ミニタペストリー・バッグ・小物などを作ります。 

持参する物：参加料 400 円・裁縫道具・材料のハギレ 

定 員：10 名 

12 日・26 日 

13～15 時 

毛糸で小物 

 内田 チズ子 

最初はあまり毛糸でタワシを作ります。 

持参する物：参加料 400 円・中細くらいの毛糸・カギ針 4～5 号 

定 員：10 名 

12 日・26 日 

13～16 時 

表具 

 森 宏司 

掛け軸や色紙掛けを作ります。 

持参する物：参加料 400 円(材料代別) 

定 員：5 名(2 日間参加できる方限定) 

金 

6 日 

10～12 時 

布あそび 

 森田 芙路恵 

持参する物：参加料 400 円・不用の布・裁縫道具 

定 員：15 名 

20 日 

13～16 時 

古布でぞうり作り 

 佐藤 緑 

18 日の続きから編みます。 

2 日間参加できる方限定。 

27 日 

10～14 時 

エコクッキング 

 家根内 清美 

場 所 山口合同ガス㈱体験ハウスひまわり館 

下関市本町三丁目１番 1 号 

持参する物：参加料 600 円・エプロン・三角巾・筆記用具 

定 員：20 名 申込期限 1 月 20 日(金)まで 

13 日・27 日 

10～12 時 

裂き織り 

 小笠原 典子 

木綿や絹の古着を裂いて、バッグ・インテリアグッズを作ります。 

持参する物：参加料 600 円・木綿や絹の古着・ハサミ 

定 員：8 名 

土 
7 日・21 日 

10～12 時 

布のリフォーム 

 高田 和代 

古い着物も蘇らせ、自分でリフォームした自分だけの一着。 

持参する物：参加料 400 円・裁縫道具・解いた服や着物 

定 員 10 名： 

日 

8 日・22 日 

10～12 時 

ガラス工芸 

 木下 照親 

グラスに砂を吹き付け、オリジナル作品を作ります。 

持参する物：参加料：1 日 400 円・ガラス製のコップ・鉛筆 

定員：10 名 

15 日 

10～12 時 

生ごみ堆肥&ベランダ

菜園 

 和田 猛則 

生ごみ堆肥作りとベランダ菜園実習。 

持参する物：参加料無料 

定 員：10 名 

ＮＰＯ法人環境みらい下関の教室・講座の申込み方法 

 1月 5日午前 10時～電話受付を開始します  

＜申込みが少数の場合及び講師の都合等により、中止や延期になる場合がありますのでご了承ください＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


